
 

 
 
 

第 38回全日本自転車競技選手権 マウンテンバイク 

＜クロスカントリ・オリンピック／クロスカントリ・ショートトラック＞ 

7月 19日（土）～20日（日） 兵庫県たつの市 菖蒲谷森林公園たつの市制施行 20周年記念特設会場 

  
主催 公益財団法人日本自転車競技連盟 主管 龍野マウンテンバイク協会 

後援 公益財団法人 JKA、一般社団法人 MTB リーグ、 たつの市、たつの市教育委員会 他 

協賛 イオン株式会社、株式会社パールイズミ、 株式会社オージーケーカブト、サイクラーズ株式会社、 

 シマノセールス株式会社、株式会社ダイセル、ナガセケムテックス株式会社 他   

この大会は競輪の補助を受けて開催しています。 

https://jka-cycle.jp 

 

 

2025年 7月 19日－20日 

 

Doping Control（ドーピング検査） Communiqué 

 

 

1. 本大会は、日本アンチ・ドーピング規程（Japan Code）により検査を実施する。 

2. ドーピング検査は、競技会場内に設置された検査室を使用し行う。 

3. 2022年 4月 14日に改定された UCIアンチ・ドーピング規則により、検査対象競技者の掲示は、一切行わ

ない。対象者への通告は DCO（ドーピング検査員）またはシャペロン（検査補助員）によってのみ行われ

る。 

4. 検査対象となった競技者は、DCOまたはシャペロンに通知され次第、可能な限り速やかにドーピング検査

室に到着しなければならない。その際に、写真付ライセンスまたはその他の写真付き身分証明書を忘れず

持参すること。 

5. 検査対象の選手は、表彰式への参加、メディア対応、同伴者または通訳との合流などの合理的な理由によ

り、DCOまたはシャペロンの許可を得た場合に、ドーピング検査室への到着を遅らせる、または一時的に

検査室を離れることができる。しかし、DCOまたはシャペロンの許可なくドーピング検査室への到着が遅れ

る、または離れた場合にはアンチ・ドーピング規則違反と判断される可能性がある。 

6. 18歳未満の競技者において、検査の対象となった場合は、「18歳未満競技者親権者同意書」を持参し、

DCOに提出する。持参していない場合は、後日、JADAに郵送すること。 

 

 

 

本大会ドーピング検査に対する参加者のご協力をお願い申し上げます。 

JCF アンチ・ドーピング委員会 

高橋 真 

 

https://jka-cycle.jp/

